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損害保険ジャパン株式会社 

  

損保ジャパンとＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジ 

スタートアップ支援と社会課題解決に向けた連携協定を締結 
～リスクマネジメントと成長支援で、イノベーション創出と持続可能な社会の実現を目指す～ 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）と、ＮＯ

ＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジ株式会社（代表取締役社長：峠 清孝、以下「ＮＯＢＵＮＡＧ

Ａキャピタルビレッジ」）は、スタートアップ企業の成長支援および社会課題の解決に向けた連

携協定を締結いたしました。 

 

 

 

 

 

１．背景 

近年、社会が直面する課題は複雑化・多様化しており、その解決には革新的な技術やビジネス

モデルを持つスタートアップ企業の活躍が不可欠です。一方で、スタートアップ企業は、事業成

長に伴う様々なリスクに直面しており、そのリスクを適切に管理し、安心して挑戦できる環境整

備が求められています。 

ＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジは、地域経済の活性化を核としたスタートアップへの投

資・育成に強みを持っており、創業間もない企業から成長企業まで、様々な段階の企業に対し、

経営支援、資金調達支援、ネットワーク構築支援など、多角的なサポートを提供しています。一

方、損保ジャパンは、保険の提供にとどまらず、長年にわたり培ってきたリスクマネジメントの

専門知識、広範なネットワーク、そしてスタートアップ企業のチャレンジを支援するソリューシ

ョンを有しています。 

このたび、両社の強みを組み合わせ、スタートアップ企業が安心して挑戦できる環境を整備し、

その成長を加速させることを目的とし、連携協定の締結に至ったものです。 

 

 

２．連携による主な取組み 

（１）スタートアップ企業向けリスクマネジメント支援の強化 

 ＳＯＭＰＯグループのリスクコンサルティングの知見を活用し、スタートアップ企業が

事業計画段階から潜在的なリスクを把握・低減できるよう支援します。 

 事業内容に応じた最適な保険商品の提案や、万が一の事態に備えるためのリスクマネジ

メント支援を行います。 

（２）新たなビジネスモデル創出に向けた協業 

 両社のネットワークを活用し、スタートアップ企業と既存企業とのオープンイノベーシ

ョンを促進します。 

 社会課題解決に資する分野での新たなソリューション開発を共同で推進します。 

（３）地域経済活性化への貢献 

 地域に根差したスタートアップ企業の成長を支援し、地域経済の活性化と新たな雇用創

出を目指します。 

 地域特有の課題解決に貢献するスタートアップ企業への集中的な支援を行います。 

 

 

 



 

 

３．スタートアップ企業支援の具体的な取組み 

本連携の具体的な取組みの一つとして、再生医療の拡大という社会課題解決に向け、ＮＯＢＵ

ＮＡＧＡキャピタルビレッジの出資先である株式会社Ｑｕａｓｔｅｌｌａ（代表取締役：竹本 

悠人）と損保ジャパンは、再生医療の安定的な提供を支えることを目的に、細胞製造事業者向け

サービスの共同開発を進めております。この共同開発は、細胞の品質と信頼性の向上を通じて、

再生医療分野における新たな挑戦を後押しし、より多くの人々が品質の高い医療を受けられる社

会の実現に貢献するものです。 

 

４．今後について 

損保ジャパンとＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジは、両社の強みを組み合わせ、スタート

アップ企業が安心して挑戦できる環境を整備し、イノベーションの創出と持続可能な社会の実現

に貢献していきます。 

 

【当日の様子】 

 
 
 

 

 

 

以上 

左から、損保ジャパン岐阜支店長 中林 基、Ｑｕａｓｔｅｌｌａ 竹本 悠人氏、ＮＯＢＵＮＡＧＡキャピタルビレッジ 峠 清孝 氏 


